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む
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
か
ら
す
ぐ
引
継
ぎ
に
な
る
こ

と
の
繰
り
返
し
で
、
な
ん
で
も
昨
年
通
り
に
な
っ
た

り
、
下
手
を
す
る
と
昨
年
度
よ
り
少
し
手
抜
き
に
な
っ

た
り
し
が
ち
で
あ
る
こ
と
、
②
役
員
は
自
分
が
任
期

を
務
め
る
１
年
間
だ
け
の
こ
と
を
考
え
、
長
期
的
な

視
野
に
立
っ
た
方
針
を
考
え
る
の
を
た
め
ら
い
が
ち

に
な
る
こ
と
、
の
２
点
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
長
い

目
で
見
る
と
活
動
内
容
が
時
代
遅
れ
と
な
り
、
自
治

会
活
動
が
衰
退
し
て
い
く
可
能
性
が
高
ま
る
と
思
わ

れ
る
。（
た
だ
し
、
組
長（
班
長
）は
輪
番
で
毎
年
交
代
。

３
年
間
役
員
を
務
め
た
人
が
１
年
後
、
再
度
役
員
に

な
る
こ
と
は
可
能
）

　
２
．「
特
別
委
員
会
」の
設
置

　

平
成
22
年
度
ま
で
の
本
会
の
活
動
は
、
組
長
と
役

員
で
構
成
す
る
専
門
委
員
会
が
運
営
・
企
画
す
る
の

が
、
そ
の
全
て
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
自
主
防
災
会

　
１
．
若
葉
台
自
治
会
に
つ
い
て

　

若
葉
台
自
治
会（
以
下「
本
会
」と
い
う
）は
、
京

都
府
宇
治
市
の
西
部
に
位
置
す
る
約
５
０
０
戸
の

戸
建
て
住
宅
地
で
、
自
治
会
に
入
会
し
て
い
る
の
は

３
４
９
世
帯
で
あ
る（
組
織
率
73
％
）。
入
居
が
始
ま
っ

た
の
は
昭
和
48
年
で
、
京
都
市
や
大
阪
な
ど
に
勤
め

て
い
る
人
が
多
く
住
む「
新
興
住
宅
地
」で
あ
っ
た
が
、

今
は
他
の
地
域
と
同
様
に
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。

　

本
会
の
役
員（
会
長
、
会
計
、
書
記
各
１
名
）の
任

期
は
会
則
で
３
年
に
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
22
年
度

ま
で
は
全
て
毎
年
交
代
し
て
い
た
。
し
か
し
、
平
成

23
年
度
以
降
、
現
在
ま
で
は
役
員
が
全
て
交
代
す
る

の
で
な
く
、
前
年
度
の
役
員
が
必
ず
１
～
２
名
は
残

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
役
員
が
１
年

で
す
べ
て
交
代
す
る
と
、
①
役
員
に
な
っ
た
人
は
、

１
年
経
っ
て
、
や
っ
と
自
治
会
活
動
の
全
容
を
つ
か

な
ど
新
し
い
活
動
を
行
う
た
め
、
意
欲
の
あ
る
人
が

活
動
で
き
る
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
委
員
が
中
心
に
な
り
、
役
員
・
組
長

の
一
部
が
こ
れ
に
加
わ
る
新
形
式
の
委
員
会
を
つ
く

る
こ
と
に
し
た
。
本
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
委
員
会

の
こ
と
を「
特
別
委
員
会
」と
呼
ん
で
い
る
。
平
成
23

年
度
は「
特
別
委
員
会
」を
本
会
の
中
に
設
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
会
則
を
改
正
し
た
。
現
在
は
、「
自

主
防
災
会
」「
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
」「
助

け
合
い
委
員
会
」「
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
推
進
委
員
会
」の
４
つ
の

「
特
別
委
員
会
」を
設
け
て
い
る
。

　

①
平
成
23
年
９
月
に
、
本
会
主
催
の
防
災
講
演
会

を
実
施
し
、
こ
の
講
演
会
の
参
加
者
の
一
部
と
当
時

の
役
員
・
組
長（
班
長
）の
一
部
で
自
主
防
災
会
の
準

備
委
員
会
を
結
成
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
24
年
度
に

約
30
名
で「
若
葉
台
自
治
会
自
主
防
災
会
」を
立
ち
上

げ
た
。（
現
在
の
自
主
防
災
委
員
の
数
は
45
名
）

　
②
同
じ
平
成
24
年
度
に
、「
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
実

小
・
中
学
生
よ
り
高
校
生
の
方
が
多
い
。
活
動
に

参
加
で
き
な
い
人
・
参
加
し
た
く
な
い
人
で
あ
っ

て
も
地
域
と
接
点
を
持
ち
、
地
域
の
中
で
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
社
会
は
重
要
だ
ろ
う
。
次
号

で
は
高
校
生
の
居
場
所
に
つ
い
て
議
論
し
た
い
。

（
注
１
）宇
都
宮
大
学
石
井
研
究
室
は
、
２
０
１
９

年
よ
り
栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、

真
岡
市
、
日
光
市
、
那
須
塩
原
市
と
高
校
生
の

地
域
社
会
参
加
に
関
す
る
共
同
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

（
注
２
）本
調
査
は
、 

栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

と
の
共
同
研
究
契
約
に
基
づ
き
実
施
し
た
。
県

内
全
て
の
県
立
高
校
に
お
い
て
主
に
各
校
第
２

学
年
１
ク
ラ
ス
の
協
力
を
得
て
、
２
６
９
２
名

（
回
収
率
96・３
％
）か
ら
の
回
答
が
得
ら
れ
た
。 

（
注
３
）石
井
ほ
か（
２
０
２
３
）：
石
井
大
一
朗
、

黒
田
聡
美
、
小
栁
真
一
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験

の
な
い
高
校
生
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
促
す
支
援

と
配
慮
に
関
す
る
研
究
，
日
本
福
祉
教
育
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
学
会
誌vol40,2023

年
7
月

（
注
4
）桜
井
政
成（
２
０
０
２
）：
複
数
動
機
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
動
機
構
造

の
分
析
―
京
都
市
域 

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対

象
と
し
た
調
査
よ
り
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行
委
員
会
」を
立
ち
上
げ
た
。「
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

と
い
う
の
は
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
地
蔵
盆
の

日
の
夕
方
に
、
地
元
の
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
を
は
じ

め
、
宇
治
市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
演
奏
者
を
招
い
て
、

音
楽
を
聴
い
た
り
、
模
擬
店
を
開
催
す
る
夏
祭
り
の

こ
と
で
あ
る
。
昔
、
地
蔵
盆
は
２
日
間
で
１
日
目
の

夜
に
盆
踊
り
を
や
っ
て
い
た
の
だ
が
、
い
つ
の
間
に

か
地
蔵
盆
が
１
日
だ
け
と
な
り
、
盆
踊
り
も
な
く
な

る
な
ど
、
地
蔵
盆
が
子
ど
も
だ
け
を
対
象
と
す
る
行

事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く

大
人
も
楽
し
め
る
行
事
に
復
活
さ
せ
よ
う
と
、「
サ

マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」を
地
蔵
盆
の
日
の
夕
方
に
実
施
す

る
こ
と
に
し
た
。
毎
年
、
公
園
で
行
っ
て
お
り
、
約

３
０
０
名
の
方
々
が
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
行
事
を

行
う
に
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要
と
す
る
が
、

年
々
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
続
け
、
現
在
で
は
、

約
70
名
が「
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」と

し
て
登
録
し
て
い
る
。

　

③
平
成
27
年
度
に
助
け
合
い
活
動
に
つ
い
て
、
毎

月
１
回
の
講
演
会
ま
た
は
意
見
交
流
会
を
実
施
し
た
。

す
る
と
毎
回
参
加
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー
が
固
ま
っ
て
き

て
、
そ
の
方
々
が
自
然
に「
助
け
合
い
委
員
会
」の
委

員
の
メ
ン
バ
ー
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
28

年
４
月
に「
助
け
合
い
委
員
会
」を
約
30
名
で
結
成
し

た
。
各
自
の
希
望
に
基
づ
き
、「
サ
ロ
ン
部
会
」「
生

活
支
援
部
会
」「
安
否
確
認
部
会
」の
３
つ
の
部
会
に

分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
で
活
動
内
容
の
具
体

化
に
取
り
組
ん
だ
。

　
「
サ
ロ
ン
部
会
」を
中
心
に
平
成
28
年
11
月
か
ら
、

毎
月
１
回
の
サ
ロ
ン
を
実
施
し
て
き
た
。
サ
ロ
ン
で

は
集
会
所
を
会
場
に
、
特
技
を
持
っ
て
い
る
会
員
や

宇
治
市
内
・
近
隣
の
市
町
村
な
ど
か
ら
演
奏
家
や
手

品
・
腹
話
術
な
ど
で
き
る
方
を
招
く
と
と
も
に
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
の
談
笑
や
合
唱
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
毎
回
40
～
50
名
く
ら
い
の
会
員
の
方
々
が
参

加
し
て
お
り
、
毎
月
の
サ
ロ
ン
を
心
待
ち
に
し
て
い

る
方
も
多
い
。

　
「
生
活
支
援
部
会
」が
事
務
局
に
な
り
、
平
成
29
年

１
月
か
ら
本
会
の
会
員
を
対
象
に
生
活
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
依
頼
者
の
精
神
的
負
担
軽
減
の
た
め
、
30

分
２
５
０
円
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
い
る
。

依
頼
者
が
生
活
支
援
専
用
の
電
話(

携
帯
電
話)

を
通

じ
て
依
頼
し
、
電
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
連
携
プ
レ
ー
で
実
施
し
て
い

る
。
令
和
元
年
度
の
受
注
実
績
は
３
０
０
件
で
、
主

な
支
援
内
容
は
、
犬
の
散
歩
、
枝
切
り
・
草
抜
き
、

パ
ソ
コ
ン
支
援
、
力
仕
事
、
電
球
交
換
等
々
で
あ
る
。

生
活
支
援
の
受
注
は
令
和
元
年
度
が
ピ
ー
ク
で
こ
の

年
以
降
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
徐
々
に
受
注
実
績

は
減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
。
そ
の
主
な
原
因
は
、

サ
ポ
ー
タ
ー
が
高
齢
化
す
る
一
方
、
後
継
者
不
足
の

た
め
で
あ
る
。

　
「
安
否
確
認
部
会
」が
中
心
に
な
っ
て
コ
ロ
ナ
禍
の

と
き
に
は
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
安
否
確
認
を
訪

問
ま
た
は
電
話
に
て
行
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
も
毎
年
６
月
と
11
月
に
独
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
を
対
象
に
主
に
電
話
で
安
否
確
認
の
取

組
を
実
施
し
て
い
る
。

サマーコンサート

サロン
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う
と
き
、
助
け
を
必
要
と
す
る
か
ど
う
か
、
短
時
間

で
見
極
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
毎
年

防
災
訓
練
の
と
き
は
地
震
を
想
定
し
、
所
定
の
時
間

に
非
会
員
を
含
む
全
世
帯
に「
い
の
ち
の
輪
」を
掲
示

す
る
よ
う
に
呼
び
掛
け
て
い
る（「
い
の
ち
の
輪
」の
訓

練
だ
け
は
コ
ロ
ナ
禍
の
と
き
も
実
施
し
た
）。
令
和
５

年
度
の
実
績
で
は
、
非
会
員
を
含
む
81
・
３
％
の
世

帯
で「
い
の
ち
の
輪
」の
掲
示
が
確
認
で
き
た
。
今
後

も
１
０
０
％
掲
示
を
目
指
し
て
啓
発
活
動
を
続
け
て

い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

　
５
．
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取
り
組
み

　
今
の
世
の
中
、
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、

自
治
会
活
動
に
お
い
て
も
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
努
力
は
必

要
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
会
で
は
令
和
４

年
度
よ
り
、
４
つ
目
の
特
別
委
員
会
と
し
て
現
役
世

代
の
方
々
を
中
心
に「
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
委
員
会
」を
設

置
し
、
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
を
模
索
し
て
き
た
。
宇
治
市
の
補

助
金
を
活
用
し
て
、
令
和
４
年
11
月
に
本
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
・
公
開
し
た
。
本
会
の
会
員
の
中

に
パ
ソ
コ
ン
整
備
や
Ｗ
ｅ
ｂ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て

事
業
を
し
て
い
る
方
が
お
ら
れ
、
委
員
に
加
わ
っ
て

も
ら
っ
た
。
そ
の
方
に
は
委
員
会
活
動
は
町
内
会
員

と
し
て
無
償
で
参
加
い
た
だ
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

作
成
、
更
新
作
業
は
事
業
と
し
て
業
務
委
託
し
、
有

償
で
請
け
負
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
必
要
な
経
費

は
適
正
に
支
出
す
る
こ
と
で
、
補
助
金
の
み
に
頼
る

　
３
．
サ
ー
ク
ル
の
誕
生

　
「
特
別
委
員
会
」の
活
動
が
広
が
っ
て
く
る
中
で
、

自
治
会
の
会
員
同
士
で
顔
見
知
り
が
増
え
、
誰
が
ど

の
よ
う
な
趣
味
を
持
っ
て
い
る
か
な
ど
の
事
情
が
分

か
っ
て
く
る
に
つ
れ
て
、
本
会
の
中
に
サ
ー
ク
ル
が

生
ま
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
平
成
27
年
度
健
康
麻
雀

サ
ー
ク
ル（
月
２
回
、
会
員
数
26
名
）、
平
成
29
年
度

健
康
体
操
サ
ー
ク
ル（
週
１
回
、
会
員
数
72
名
）、
令

和
元
年
度
食
事
会
サ
ー
ク
ル（
月
１
回
、
会
員
数
49

名
）で
あ
る
。
例
え
ば
、
健
康
麻
雀
サ
ー
ク
ル
の
場
合
、

定
刻
よ
り
早
く
来
た
人
た
ち
は
準
備
が
で
き
た
ら
、

定
刻
ま
で
待
ち
き
れ
ず
、
す
ぐ
に
ゲ
ー
ム
を
始
め
ら

れ
る
と
い
う
状
況
で
、
サ
ー
ク
ル
に
来
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
お
ら
れ
る
。

　

こ
れ
以
外
に
老
人
会
の
サ
ー
ク
ル
と
し
て
、
こ
の

時
期
に
、
カ
ラ
オ
ケ
、
詩
吟
、
パ
ソ
コ
ン
、
編
み
物
、

輪
投
げ
の
各
サ
ー
ク
ル
が
誕
生
し
た
。
サ
ー
ク
ル
の

誕
生
は
自
治
会
内
の
人
的
交
流
が
よ
り
拡
大
す
る
と

と
も
に
、老
人
会
の
会
員
拡
大
に
も
つ
な
が
っ
た
。（
若

葉
台
の
老
人
会
は
現
在
90
名
）

　
４
．
防
災
の
取
り
組
み

　

自
主
防
災
会
が
発
足
し
た
平
成
24
年
度
以
降
は
毎

年
、
本
会
主
催
の
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
る
が
、
特

に
、
平
成
27
年
度
以
降
、「
い
の
ち
の
輪
」と
呼
ん
で

い
る
虎
ロ
ー
プ
を
直
径
25
セ
ン
チ
く
ら
い
の
輪
に
し

た
も
の
を
非
会
員
も
含
む
全
世
帯
に
配
布
し
て
い
る

（
全
国
で「
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
作
戦
」と
言
わ
れ
て
い
る

も
の
と
同
じ
）。
こ
れ
は
震
度
５
強
以
上
の
地
震
が
起

こ
っ
た
と
き
、
も
し
、
家
族
全
員
が
無
事
で
あ
れ
ば
、

外
か
ら
見
え
る
場
所
に「
い
の
ち
の
輪
」を
掲
示
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。
掲
示
し
て
い
な
い
家
庭
は
異
変

が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
い
ざ
と
い

若葉台防災訓練

「いのちの輪」
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こ
と
な
く
継
続
性
を
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

会
員
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、
高
齢
者
で

あ
っ
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
パ
ソ
コ
ン
で
見
る
よ

り
、
ス
マ
ホ
で
見
る
人
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い

う
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
令
和
５
年
度
に
は
、
ス

マ
ホ
講
習
会
を
５
回
、
本
会
主
催
で
実
施
し
、
高
齢

者
の
方
、
各
回
約
30
名
が
参
加
さ
れ
た
。
ス
マ
ホ
の

機
種
、
ス
マ
ホ
操
作
能
力
、
理
解
力
な
ど
人
そ
れ
ぞ

れ
で
、
一
斉
指
導
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。

　
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
回
覧
を
後
で
見
る
こ
と
が
で

き
た
り
、
予
算
・
決
算
を
は
じ
め
、
本
会
の
様
々
な

情
報
を
い
つ
で
も
閲
覧
で
き
る
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、

本
会
の
各
専
門
委
員
会
や
特
別
委
員
会
な
ど
で
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
、
事
務
連
絡
な
ど
を
Ⅰ

Ｃ
Ｔ
化
す
る
こ
と
で
、
情
報
を
速
く
、
効
率
的
に
送

れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
令
和
６
年
の
秋
を
目
処
に

自
治
会
加
入
者
の
全
世
帯
を
対
象
に
し
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
を
開
設
す
る
こ
と
に
し
て
い
る

が
、
全
世
帯
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
ま
で
は
相
当
時

間
が
か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
将
来
的
に
は
、
緊

急
安
全
確
保
、
避
難
指
示
、
高
齢
者
等
避
難
や
ロ
ー

カ
ル
な
災
害
情
報
な
ど
の
重
要
な
情
報
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
使
っ
て
送
れ
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
６
．
成
果
と
考
察

　
本
会
の
場
合
、
自
治
会
活
動
活
性
化
の
原
動
力
は
、

「
特
別
委
員
会
」と
サ
ー
ク
ル
活
動
で
あ
る
。
自
治
会

活
動
に
は
、
例
え
ば
、
予
算
・
決
算
の
審
議
な
ど
あ

ま
り
楽
し
く
な
い
活
動
も
結
構
多
い
。
こ
う
し
た
活

動
は
主
に
組
長
会
が
担
っ
て
い
る
。
民
主
主
義
と
い

う
も
の
は
、
あ
る
意
味
面
倒
く
さ
い
部
分
は
あ
る
が
、

自
治
会
活
動
で
は
一
定
不
可
避
で
あ
る
。
一
方
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
は
強
制
さ
れ
て

や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
楽
し
く
活
動
で
き

る
。「
楽
し
く
な
い
自
治
会
活
動
」を「
楽
し
い
自
治
会

活
動
」に
変
え
る
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
サ
ー
ク

ル
活
動
を
自
治
会
活
動
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
組
長
会
の
役
割
は
、
本
会

の
場
合
①
執
行
機
関
と
し
て
の
役
割
、
②
議
決
機
関

と
し
て
の
役
割
、
③
監
査
機
関
と
し
て
の
役
割
と
３

つ
の
役
割
を
兼
ね
て
い
る
が
、
執
行
機
関
と
し
て
の

役
割
は
で
き
る
だ
け
縮
減
す
る
よ
う
に
し
て
、
新
し

い
取
組
は
、
す
べ
て
特
別
委
員
会
や
サ
ー
ク
ル
で
実

施
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
で
は
で
き

る
だ
け
多
く
の
種
類
を
準
備
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

種
類
が
多
い
ほ
ど
活
動
の
幅
が
広
が
り
、
参
加
す
る

人
が
増
え
る
か
ら
で
あ
る
。（
本
会
で
は
、「
特
別
委
員
」

を
含
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
７
種
類
、
サ
ー
ク
ル

活
動
は
老
人
会
サ
ー
ク
ル
も
含
め
て
11
種
類
、
コ
ロ

ナ
以
前
は
、
実
人
数
で
高
齢
者
会
員
の
約
半
数
が
何

ら
か
の
自
治
会
活
動
に
参
加
し
て
い
た
。）

　

防
災
で
は
現
役
世
代
の
人
も
関
心
を
持
っ
て
い
る

方
が
多
く
、
ま
た
、
必
要
で
も
あ
る
の
で
、
今
日
、

防
災
活
動
を
自
治
会
活
動
の
中
核
と
位
置
づ
け
、
活

動
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
第
一
に
、
現
役
世
代
な
ど

若
い
層
の
参
加
が
十
分
得
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

が
あ
る
。
第
二
に
、
た
と
え
認
知
症
に
な
っ
て
も「
出

来
る
限
り
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
、
安
心
し
て
永
く
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
に
し
て
い
く
」（
本
会
の

活
動
方
針
）こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
し
て

い
く
た
め
に
は
自
治
会
だ
け
で
で
き
る
と
い
う
も
の
で

は
な
い
が
、
自
治
会
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い
。
認
知
症

は
誰
も
が
罹
る
可
能
性
が
あ
り
、
地
域
を
良
く
し
て
い

く
活
動
を
よ
そ
事
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
自
分

事
と
し
て
捉
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
日
、
少
子
高
齢
化
や
若
い
人
の
自
治
会
離
れ
の

傾
向
に
加
え
て
定
年
の
延
長
に
よ
る
前
期
高
齢
者
の

自
治
会
離
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
な
ど
、
自
治
会
を

取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
が
、
防
災
・
防
犯

活
動
や
ご
近
所
同
士
の
助
け
合
い
な
ど
、
自
治
会
・

町
内
会
で
な
い
と
で
き
な
い
課
題
は
多
い
。
本
会
の
目

的
で
あ
る「
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
快
適
な
環
境

の
維
持
管
理
に
努
め
、
共
同
の
利
益
に
対
処
す
る
と

と
も
に
、
会
員
相
互
の
福
祉・助
け
合
い
を
行
う
こ
と
」

（
本
会
会
則
第
２
条
）の
具
体
化
に
向
け
て
毎
年
進
化

し
続
け
る
自
治
会
活
動
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
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